

































開論及び表現論においてquasi-Frobenius環は応用上非常に重要な研究対象の一つである。 196併五 FuJler 
はquasi-f<'ro bcnius環の性質の精密化として右アルチン環上.直既約入射右イデアルの特徴付けを二つの
射影イテeアルの間の関係で幾っか与えた。更に1993年に馬場及び大械はこの結束を半準素原に拡張した。
本論文は，森田及び太)J川により導入された加群の「対」という概念を用いる事により. Fullcr及び馬場・
大城による射影イデアルに関する幾つかの結果とそれらに関連するものを加群の場合に-般化し，吏に発
展させたものである。
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馬場・大城は半準素環上.同既約入射的右イデアルの特徴付けをイデアルのtopとsocleの関係技び右零
化条件との関連で与えた。この条件はみ;質的に環の巾等ノヒの性質を聞いているため，そのままでは加群に
拡張することは出米ない。しかし本論文では.このイデアルの問の関係を両側加群のある性質に見直す事
により，上の拡張として直既約加群が入射的になる必要十分条件を与えた。更にその応用として，馬場に
よる或る人射加群に関する結束に簡単な証明を勺えた。また本論文では， Hajarnavis.Norton及び倉田・
橋木による，両側双対加群が有限のGoldie次元をもっという結果を.零化条件を満たす加群の「対」に拡
張した。これにより， I対」の零化条件がGoldie次元の角限性にどの様に関係しているかが明らかになった。
一方，森田双対性は釘隈余生成人射加群と密接に関係しているが.本論文ではこれとの対応で，半余局所
対を導入しその性質を調べている。そして完全環上，忠実的半余局所対が零化条件を満たすこととその加
群の長さの有限性とが同値であることを示し，これを用いて有限余生成入射加群の特徴付けを与えている。
またそれにより，或る両側加群の森ω双対性と或る加群の半余局所対との関係も勺えている。
以上のように本論文で得られたこれらの結果は，それまでの射影イデアルに関する命題を一般の加群に
まで広げたものであり，応用範囲の拡大と共にそれらの性質の本質を明らかにしている。これらの成果は
環論の研究に寄与し，更なる発展をも期待させるもので.博上(理学)の学位を綬与するに値するものと
審査した。
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